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　コロナ禍でアウトドアにおけるアクティビティ
の関心が高まっていますが、このアクティビティ
とは旅行先での体を使ったさまざまな遊び体験を
意味します。
　周防大島でも週末のキャンプ場は毎週のように
満員御礼、全周約 100km のサイクリングや瀬戸内
アルプスのトレッキングやボートフィッシングな
ど、周防大島ならではのアクティビティが人気を
博しています。
　周防大島観光協会では 2020 年度に瀬戸内のハ
ワイで「星に願いを」キャンペーンを開催。数百
の願いごとの中から「自然豊かな周防大島をシー
カヤックで一周したい」という広島県在住の吉田
さんの願いごとが採択されました。
　コロナ禍によって催行が叶わず１年が過ぎまし
たが、このたび満を持して願いを叶えるため、周
防大島在住のシーカヤックガイドの方をアドバイ
ザーとして、吉田さんには約一週間の行程で周防
大島一周パドリングを楽しんでいただきます。
　一日に漕ぐ距離を約 20km として潮汐を鑑みて
日程と停泊地を仮定、基本はソロで楽しんでいた
だき昼食などの補給や宿泊施設への送迎をアシス

トします。また大畠瀬戸などの難所は伴走船が帯
同し、スタート・ゴール時には観光協会スタッフ
がカヤックに乗って出迎える等、島民との交流を
交えながらの楽しいパドリングになるよう調整中
です。
　穏やかな瀬戸内海はシーカヤックやスタンド
アップパドルボード（SUP）などの海上アクティ
ビティに最適であり、多島海と形容される地形は
島から島へ漕ぎ進むアイランドホッピングを楽し
める稀有なフィールドです。
　このように周防大島ならではのアクティビティ
のご提案を今後も模索していきたいと思います。

瀬戸内の多島海でアイランドホッピング！
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